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1.　はじめに

教育の情報化の進展に伴い，初等中等教育における

教育用コンピュータの整備が進められている．「学校

における教育の情報化の実態等に関する調査結果」（1）

によると，2019 年現在，教育用コンピュータのうち，

約 40％がタブレット端末を含めた可動式コンピュー

タとなっており，この割合の増加は今後も続いていく

ものと推察される．堀田（2）は，タブレット端末をは

じめとする情報端末は，児童生徒が主体的・協働的に

学ぶ際の学習環境として相応しいとし，初等中等教育

での情報端末を活用した授業の重要性を説いている．

また，2020 年度より全面実施される新小学校学習指

導要領では，「情報活用能力」が学習の基盤となる資

質・能力に位置づけられた．こうした能力を育成して

いくためには，タブレット端末等の情報端末は欠かす

ことができない．

学校現場におけるタブレット端末の普及に伴い，タ

ブレット端末を活用した授業実践の事例が多く報告さ

れるようになってきた（3）～（5）．山本・益子（6）は，教

師が授業を設計する場合，実際に授業を参観したり，

事例を参照したりするなどして授業へのイメージを持

つことで効果的な授業を設計できるとしている．この

点からも，教師がタブレット端末を活用した授業を設

計する際には，実践事例を参照することが有効である

といえる．しかしながら，タブレット端末を活用した

授業実践の報告が増加する一方で，それらの実践を分

類したり，整理したりする取組は十分とは言い難い．

これまで行われてきた分類・整理の取組としては，

文部科学省による「学びのイノベーション事業実証研

究報告書」（7）が挙げられる．本報告書では，一斉学習，

個別学習，協働学習という学習形態の観点からタブ

レット端末を含む ICTを活用した学びの実践の分類が

行われている．また，導入，展開，まとめという授業

の流れに着目したタブレット端末を含む ICTの活用の

分類がなされている．しかしながら，この分類は，学

習形態や授業の流れに着目した分類であり，授業内容

についての分類ではない．タブレット端末を活用した

実践がこれまでの実践と何が共通していて何が異なる

のか，タブレット端末特有の実践はどのような実践な

のか，という点は明確には示されていない．これらの

点を明確にすることで，これまで以上にタブレット端

末を使う意義を教師が検討したり，授業に取り入れた

りしやすくなると考える．

以上のような背景を踏まえ，本研究では，小学校に

おけるタブレット端末を活用した既存の授業実践を

「SAMR モデル」を用いて分類・整理してその実態を

調査することを試みる．また，現在の実態を把握した

うえで，課題を明らかにし，タブレット端末の効果的

な活用へ向けて，今後必要となる手立ての検討を行っ
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